
2004年９月下旬に網走管内の能取湖に設置されている

定置網内でサケの斃死が確認された。斃死の原因として

多量の珪質鞭毛藻（黄金色藻鋼ディクチオカ目に属する

植物プランクトンの総称）がサケの鰓に付着したことに

よる呼吸阻害が考えられている。しかし，能取湖におい

て過去に珪質鞭毛藻が大増殖した例は無く，サケが斃死

する細胞密度等，地元漁協が対策を立てる上で必要な基

礎的知見が欠如している。本研究は，2004年９月下旬に

能取湖で大発生した珪質鞭毛藻の減衰状況を観察するこ

とによって，サケの斃死が発生する細胞密度を明らかに

することを目的とした。

調査は，能取湖の湖心地点（以後“湖心”，44°03́ Ｎ，

144°10́ Ｅ，水深21ｍ）と４号定置網設置地点（以後“４

号定置”，44°02́ Ｎ，144°10́ Ｅ，水深７ｍ）において2004

年９月28日から10月25日にかけ計７回行った（図１）。採

水は，湖心では０，３，７および15ｍで４号定置では０

ｍからバンドン採水器で行った。珪質鞭毛藻計数用試料

は，試水１rを10∫の受けネットで100pまで濃縮した後

中性ホルマリンで固定した（最終濃度１％）。珪質鞭毛藻

の計数は，100pの試料から0 .1～1 .5pをサブサンプルと

して計数用チャンバーに取り倒立顕微鏡下で行った。ク

ロロフィルa測定用試料はワットマンＧＦ／Ｃフィルタ

ーでろ過したのち分析まで冷凍保存した。クロロフィルa

の抽出はn,n-ジメチルホルムアミド（DMF）で行い，タ

ーナー蛍光光度計を用いてWelschmeyer法 1 )で測定した。

水温，塩分の鉛直分布はSTD（アレック電子AST-1000）

で測定した。透明度は透明度板で測定した。
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調査開始時の９月28日に湖心および４号定置で約18℃

であった表層水温は徐々に低下して，調査終了時の10月

25日には約13℃となった（図２）。表層塩分は両調査点で

調査期間中ほぼ均一であった。また，水温，塩分の鉛直

分布については10月25日の４号定置を除くとほぼ均一で

あり，透明度は９月28日（欠測）を除くと4.0～8.7ｍであ

った。

表層のクロロフィルa濃度は，９月28日に両地点の表

層で4.4～7.2µ／rの高い値を記録したが，それ以外は0.7

～1.9µ／rの範囲を変動した（図２）。珪質鞭毛藻の表層

密度は９月28日の湖心で1.2×106cells／r，４号定置で

1.4×106cells／rと非常に高い値を示したが，その１週

間後の10月５日には100分の１程度まで急激に減少した

（図２）。また，10月１日から25日における15ｍの細胞密

度はそれ以浅に比べ少なかった（図３）。

珪質鞭毛藻の細胞密度は，調査開始時の９月28日に高

密度（1.2～1.4×106cells／r）を記録した後，減少する傾

向にあった（図２）。サケの斃死が始まったのは調査開始

前の９月24日であり，10月１日以降はサケの斃死が沈静

化していたことを考慮に入れると，106cells／r程度の細

胞密度で能取湖の定置網内のサケが斃死したと考えられ

る。実際，スコットランドでは0.5～1.5×106cells／r程

度の植物プランクトン細胞密度で，養殖サケの鰓が傷つ

き呼吸が阻害されて斃死が発生したことが報告されてい

る2)。

能取湖では春と秋に植物プランクトンの大増殖がある

ことが知られている 3 )。調査開始時の９月28日は表層の

クロロフィルa濃度が高濃度（4.4～7.2µ／r）であり，

それ以降は低い値（＜1.9µ／r）を記録したことから（図

２），2004年における秋の植物プランクトンの大増殖は

９月下旬に発生していたと考えられる。魚類の斃死は珪

質鞭毛藻のみではなく珪藻類の大増殖でも発生すること

が報告されているので2, 4)，能取湖でも植物プランクトン

の大増殖期には定置網内におけるサケの斃死について注

意する必要があると考えられる。

一般に植物プランクトンの大増殖は，植物プランクト

ンが持つ色素であるクロロフィルa量で観測する。しかし，

クロロフィルa量の測定には時間を要するので，現場で

即座の対策を取るには適していない。一方，能取湖では

クロロフィルa濃度の変化が透明度の変化と連動すること

が報告されているので3)，透明度をモニタリングすること

によって植物プランクトンの大増殖を観測できる可能性

がある。本調査では，サケの斃死が発生した時点での透

明度は観測されていないが，大増殖が終息した10月以降

の透明度が4.0～8.7ｍであったので，透明度が4.0ｍ未満

になった時には，植物プランクトンの大増殖が発生して

湖心地点（湖心）と４号定置網設置地点（４号定置）における表層の水温，塩分，クロロフィルa濃度および珪
質鞭毛藻の変動
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いる可能性を考える必要があろう。

本研究では2004年に珪質鞭毛藻が大増殖した原因につ

いては特定出来なかった。しかし，珪質鞭毛藻のみでは

なく珪藻類等の植物プランクトンの大増殖は，定置網内

のサケを斃死させる可能性があると考えられるので，サ

ケの漁獲期には透明度をモニタリングするなど，能取湖

の植物プランクトンについて監視する必要があろう。
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